
７
月

13日
、
県
本
部
「
第

78回
定
期
大
会
」
に

20単
組

73人
が
参
加
。
高
尾
県
本
部

委
員
長
が
「
要
求
活
動
で
は

理
事
者
認
識
の
変
化
と
前
進
、

組
織
的
に
は
前
年
を
上
回
る

加
入
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と

報
告
。

20人
の
発
言
・
意
見

を
受
け
、
す
べ
て
の
報
告
・

議
案
を
採
択
し
、
新
役
員
を

選
出
し
ま
し
た
。
（
※
発
言

一
部
紹
介
・
抜
粋
要
約
）

【
津
島
吉
田
病
院
】
職
員
の

多
く
が
被
災
も
１
年
間
頑
張

り
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
院
・
介
護
施
設
だ
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
【
新
居

浜
】
婦
人
部
年
代
別
懇
談
会

な
ど
で
声
を
集
め
、
子
の
看

護
休
暇
の
制
限
撤
廃
や
育
児

休
業
代
替
正
規
配
置
を
実
現

し
て
き
た
。
長
期
病
休
者
も

増
え
て
お
り
人
員
確
保
を
重

視
し
た
い
。
【
西
条
】
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
が
重
点

要
求
の
１
つ
。
新
採
組
合
加

入
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
、

青
年
部
の
協
力
で
７
割
加
入

に
前
進
。
若
手
の
成
長
な
く

し
て
組
合
活
動
の
発
展
は
な

い
と
実
感
す
る
。
【
宇
和
島

病
院
】
会
計
年
度
職
員
制
度

で
声
集
め
４
月
に
要
求
提
出
、

９
月
条
例
化
に
向
け
協
議
交

渉
中
。
新
採
組
合
説
明
会
の

開
催
方
法
を
工
夫
し
加
入
が

前
進
。
青
年
部
新
採
歓
迎
会

に
前
年
３
倍
の

60人
参
加
。

【
伊
予
】
昨
年
８
月
～

10月

の
職
場
懇
談
会
で
声
を
集
め
、

11月
残
業
職
場
訪
問
で
実
態

つ
か
み
、
要
求
活
動
を
進
め

て
き
た
。
ガ
マ
ン
す
る
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
が
安
心
し

て
働
け
る
職
場
を
め
ざ
す
。

【
宇
和
島
】
５
月
に
宇
和
島

と
津
島
の
支
部
を
統
合
。
新

採
加
入
で
は
組
合
説
明
会
の

カ
タ
チ
が
で
き
、
来
年
に
つ

な
げ
た
い
。
【
内
子
】
新
採

職
員
は
今
年
も
全
員
が
組
合

加
入
し
、
組
合
員
半
数
近
く

が
青
年
部
と
な
っ
て
い
る
。

【
西
予
】
豪
雨
災
害
か
ら
１

年
、
現
在
も
住
民
生
活
に
多

大
な
影
響
が
あ
る
。
全
国
の

自
治
体
の
支
援
に
感
謝
、
全

国
の
自
治
労
連
の
仲
間
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
。
夏

季
要
求
書
提
出
し
、
人
員
確

保
・
超
過
勤
務
縮
減
・
会
計

年
度
職
員
制
度
を
重
点
に
要

求
し
て
い
る
。
【
今
治
】
職

員
削
減
計
画
が
２
年
前
倒
し

で
達
成
し
人
員
不
足
が
深
刻
。

団
体
交
渉
で
組
合
の
役
割
は

「
職
場
状
況
を
把
握
・
チ
ェ
ッ

ク
し
、
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
職
場
を
つ
く
る
」
と
実
感
。

【
新
居
浜
水
道
】
４
月
の
上

下
水
道
局
統
合
で
組
合
員
が

増
え
た
。
技
術
職
募
集
に
応

募
が
少
な
く
、
緊
急
事
態
対

応
で
き
る
人
員
態
勢
を
要
求

し
て
い
く
。
【
四
国
中
央
】

職
員
を
募
集
し
て
も
集
ま
ら

ず
再
任
用
職
員
が
増
え
て
い

る
。
会
計
年
度
職
員
制
度
移

行
に
よ
る
非
正
規
職
員
削
減

も
懸
念
さ
れ
る
。
活
動
を
強

化
し
た
い
。
【
松
山
】
現
業

職
の
正
規
・
非
正
規
と
保
育

士
の
新
採
加
入
が
前
進
。
行

政
職
加
入
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
。

10月
松
山
開
催
の
全
国
野
球

大
会
に
全
県
の
協
力
を
。

【
大
洲
】
ま
じ
め
に
活
動
す

る
若
手
組
合
員
も
お
り
、
先

日

30代
女
性
が
加
入
。
組
合

の
若
返
り
を
め
ざ
し
た
い
。

【
周
桑
病
院
】
時
間
外
勤
務

が
常
態
化
、
働
き
方
改
革
の

学
習
会
を
計
画
し
た
い
。

「
ハ
ー
ド
な
勤
務
の
な
か
に

も
コ
コ
ロ
の
つ
な
が
り
が
あ

る
組
合
活
動
」
を
め
ざ
す
。

こ
の
他
【
青
年
部
】
【
女

性
部
】
【
現
業
評
】
【
公
企

評
】
【
非
正
規
公
共
評
】

【
保
育
部
会
】
【
市
町
村
共

済
議
員
団
】
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

６
月

21日
、
太
陽
が
照
り

つ
け
る
な
か
「
安
倍
９
条
改

憲
阻
止
！
い
ま
す
ぐ
最
賃
全

国
一
律
１
千
円
以
上
、
公
務

員
賃
金
改
善
を
求
め
る
中
央

行
動
」
に
全
国
２
千
人
（
愛

媛

10人
）
が
参
加
。
国
会
会

期
末
が
迫
り
「
老
後
資
金
２

千
万
円
不
足
問
題
」
「
百
年

安
心
年
金
の
国
家
的
詐
欺
」

な
ど
国
民
の
政
治
不
信
と
不

満
渦
巻
く
も
と
で
の
行
動
で
、

人
事
院
前
・
財
務
省
前
集
会

で
「
大
幅
賃
上
げ
」
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
財
源

充
実
」
「
消
費
税
増
税
の
中

止
」
な
ど
、
要
求
実
現
を
ア

ピ
ー
ル
。
そ
の
後
、
日
比
谷

野
音
で
総
決
起
集
会
を
開
催

し
、
国
会
へ
請
願
デ
モ
を
実

施
。
参
議
院
議
員
会
館
で

「
最
賃
引
き
上
げ
・
公
務
職

場
の
増
員
・
財
源
の
保
障
」

な
ど
国
会
議
員
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

６
月

29～

30日
に
行
わ
れ

た
自
治
労
連
「
全
国
将
棋
大

会
」
（
神
奈
川
県
湯
河
原
町
）

に
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
宇
和
島
市
職
・
山
口
正
彦

さ
ん
（
写
真
中
央
・
ほ
か
２

人
は
香
川
公
務
一
般
労
組
）

が
参
加
。
四
国
チ
ー
ム
は
団

体
戦
で
、
東
海
北
信
Ｂ
チ
ー

ム
、
中
国
Ｂ
チ
ー
ム
、
北
海

道
東
北
Ｂ
チ
ー
ム
、
関
東
甲

越
Ｂ
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
２

勝
２
敗
で
「

10チ
ー
ム
中
５

位
」
の
結
果
で
し
た
。

《《《《2019人勧～秋季年末の『共通重点要求』》》》》

① 6年連続の「本俸」「期末手当」引き上げ、人材確保のため初任給・若年給与改善を求めます。

② 客観的な労働時間把握と実際の勤務時間との検証・乖離是正で労働時間縮減を求めます。

③ 育休代替の正規職員配置や疾病治療の両立支援で働き続けられる職場環境を求めます。

④ 非正規労働者の雇用安定と処遇改善につながる会計年度任用職員の制度具体化を求めます。

⑤ メンタルヘルスやハラスメント対策など、全ての職員が安心できる職場づくりをめざします。

（１） 第５１０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ７月２０日

第 ５１０ 号

日 程

【７月】

21 参議院選挙・投開票日

24 久万高原町職定期大会

東予総支部代表者会議

26 周桑病院労組定期大会

30 新居浜市職労定期大会

自治体保育担当要請懇談

（30東予・31中予・１南予）

31 西条市職労定期大会

【８月】

３ 四国ブロック現業夏季交

流集会

６ 千羽鶴海外へ送るつどい

９ 南予総支部定期総会

17 県本部拡大執行委員会

18 青プロ四国実行委員会

23 県本部保育部会幹事会

県子育て支援課要請懇談

24 自治労連全国大会事前会

議（東京）

25 自治労連全国大会

（東京～27）

31 県本部青年部幹事会

【９月】

７ 愛媛労連定期大会

西 条 ０ １ ０ ０ ０ ３ １ ５

新居浜 １ ０ １ ０ １ １ ０ ４

西 予 ０ ０ ３ １ ０ ０ ４

新居浜 ２ ０ １ １ ０ １ ５

新居浜 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

松 山 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

西 条 ０ ０ ３ １ ３ ０ ７

伊 予 ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３

優勝・西条チーム 準優勝・新居浜チーム

西予チーム 伊予チーム 松山チーム

１回戦（２試合） ２回戦（特別延長戦実施）

決勝戦



内
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

労
働
組
合
（
コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ

ン
）
は
６
月

14日
「
定
期
大

会
」
を
開
催
し

29人
が
参
加
。

藤
枝
委
員
長
が
「
職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
把
握
を

行
っ
た
。
今
後
も
子
ど
も
・

保
護
者
の
た
め
に
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め

ざ
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
活

動
経
過
を
報
告
し
、
運
動
方

針
①
学
習
会
・
研
修
会
・
セ

ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
機
会
確

立
、
②
『
組
合
員
の
声
』
に

も
と
づ
く
要
求
活
動
、
③
職

場
環
境
・
待
遇
改
善
を
提
案

し
承
認
。
明
智
新
執
行
委
員

長
が
「
今
後
も
役
員
中
心
に
、

組
合
員
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
６
月

14日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

63

人
が
参
加
。
和
気
委
員
長
が

活
動
を
振
り
返
り
「
昨
年
肱

川
が
氾
濫
し
、
多
く
の
職
員

が
心
に
深
い
傷
を
受
け
極
限

ま
で
疲
弊
し
た
が
全
国
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
労
連
の

仲
間
の
支
援
に
励
ま
さ
れ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
運
動
方
針

で
は
「
要
求
活
動
・
職
場
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
」
の

《
組
合
活
動
３
つ
の
原
点
》

な
ど
、
議
案
を
全
会
一
致
で

承
認
。
役
員
改
選
で
新
委
員

長
と
な
っ
た
源
委
員
長
が

「
自
治
労
連
『
行
動
綱
領
』

に
は
『
積
極
的
・
戦
闘
的
伝

統
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

組
合
活
動
が
な
け
れ
ば
私
た

ち
の
権
利
は
後
退
す
る
時
代

だ
と
思
う
。
魅
力
あ
る
職
場

を
つ
く
り
『
人
材
集
ま
る
西

予
市
』
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
、
大
会
を
終

え
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
議
会

は
６
月

22日
「
定
期
総
会
」

を
開
催
し
７
単
組

11職
場

15

人
が
参
加
。
活
動
報
告
で
は

荻
野
副
会
長
が
「
７
月
豪
雨

災
害
発
生
以
降
、
職
場
が
大

変
だ
っ
た
が
、
復
旧
復
興
支

援
と
並
行
し
て
医
療
介
護
評

と
し
て
活
動
で
き
た
」
と
報

告
。
討
論
で
は
、
久
万
高
原

病
院
、
み
ど
り
苑
、
大
洲
病

院
、
つ
く
し
苑
、
ふ
れ
あ
い

荘
、
吉
田
病
院
、
オ
レ
ン
ジ

荘
、
宇
和
島
病
院
か
ら
各
職

場
の
状
況
・
課
題
な
ど
発
言
。

役
員
改
選
で
新
会
長
と
な
っ

た
山
内
正
樹
さ
ん
（
西
予
市

民
病
院
）
が
「
医
療
介
護
職

場
の
賃
金
改
善
に
む
け
県
内

で
病
院
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り

く
ん
だ
。
デ
ー
タ
を
精
査
し
、

全
職
場
で
活
用
で
き
る
も
の

に
し
た
い
」
な
ど
あ
い
さ
つ

し
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み

ど
り
苑
職
員
労
働
組
合
（
内

子
町
）
は
６
月

14日
「
定
期

大
会
」
を
開
催
し
、

19人
が

参
加
。
来
賓
と
し
て
参
加
し

た
高
田
・
県
本
部
医
療
介
護

評
議
会
会
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
し
、
大
会
の
感
想
と
し
て

「
第

25回
の
定
期
大
会
と
い

う
『
地
道
な
活
動
を
続
け
て
、

成
熟
し
た
組
織
に
な
っ
た
ら

こ
う
い
う
カ
タ
チ
が
つ
く
れ

る
の
だ
』
と
感
心
し
た
。
組

織
内
の
課
題
や
そ
れ
に
対
す

る
想
い
な
ど
、
『
組
合
の
必

要
性
や
活
動
』
を
職
場
で
知
っ

て
も
ら
い
共
感
を
得
る
こ
と

で
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て

お
り
、
年
間
の
活
動
計
画
も

明
記
さ
れ
て
わ
か
り
や
す
く

さ
れ
て
い
た
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月

20日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し

34人
が
参
加
。
活
動

経
過
で
は
、
大
下
委
員
長
が

「
今
年
は
新
採
職
員
の
組
合

加
入
に
向
け
工
夫
し
、
『
組

合
説
明
会
』
の
日
程
を
増
や

し
、
昼
休
み
だ
け
で
な
く
夕

方
も
設
定
し
て
、
新
採
・
未

加
入
者
含
め

15人
加
入
が
あ
っ

た
」
と
報
告
。
「
活
動
方
針

案
」
「
予
算
案
」
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

後
、
役
員
改
選
が
あ
り
、
新

役
員
の
久
野
執
行
委
員
が

「
青
年
部
も
今
年
度
は
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
組

合
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
、
佐
野
副
委
員
長

が
「
休
暇
日
数
が
足
ら
な
く

な
る
く
ら
い
休
暇
取
得
し
や

す
い
職
場
に
し
た
い
」
と
閉

会
あ
い
さ
つ
し
、
み
ん
な
笑

顔
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

６
月
１
～
２
日
、
自
治
労

連
「
青
年
自
治
研
集
会

in北

九
州
」
に
全
国
１
５
０
人
余

（
愛
媛
７
）
が
参
加
。
西
予

市
職
労
参
加
者
の
報
告
を
紹

介
し
ま
す
。

◎
薬
師
神
さ
ん
（
全
国
実
行

委
員
）
…
基
調
報
告
で
「
集

会
の
目
的
」
や
「
青
年
を
取

り
巻
く
状
況
」
に
つ
い
て
実

行
委
員
が
報
告
し
た
の
で
、

自
分
た
ち
に
身
近
に
感
じ
る

内
容
で
「
仕
事
と
組
合
の
関

係
」
が
わ
か
る
話
だ
っ
た
。

久
保
中
央
執
行
委
員
の
講
演

で
は
「
組
合
の
成
り
立
ち
」

や
「
組
合
と
住
民
と
公
務
員

と
憲
法
の
関
係
」
が
わ
か
り

や
す
い
話
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
代
表
の
講
演
は
、
活
動

内
容
を
通
じ
て
「
自
治
体
職

員
に
望
む
こ
と
」
と
い
う
内

容
だ
っ
た
。
集
会
準
備
か
ら

当
日
ま
で
を
通
し
「
組
合
の

成
り
立
ち
」
や
「
今
ど
う
い

う
活
動
が
必
要
か
」
な
ど

『
組
合
』
を
少
し
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

■
ビ
ー
ル
が
美
味
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
は

新
入
組
合
員
歓
迎
企
画
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
ま
す
。

若
い
新
採
職
員
さ
ん
と
仲
良

く
な
れ
る
機
会
な
の
で
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

（
宇
和
島
・
新
城
）

■
裏
の
田
に
水
が
入
り
、
田

植
え
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
我
が
家
の
夏
の
風
物
詩

で
す
。
以
前
は
家
の
周
り
が

田
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
残
っ

た
田
の
贈
り
物
で
す
。

（
松
山
・
友
近
）

■
今
年
の
Ｇ
Ｗ

10連
休
を
活

用
し
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

に
て
北
海
道
旅
行
に
家
族
で

行
き
ま
し
た
。
す
べ
て
車
中

泊
で
の
旅
行
で
し
た
が
、
壮

大
な
風
景
に
圧
倒
さ
れ
北
海

道
の
美
し
さ
を
堪
能
し
て
き

ま
し
た
。

（
西
条
・
中
島
）

■
６
月
に
次
女
が
結
婚
式
を

挙
げ
ま
し
た
。
多
く
の
祝
福

を
う
け
、
温
か
い
空
間
の
中

と
て
も
幸
せ
な
時
が
流
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
子
ど
も
に

産
ま
れ
て
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
先
も
応

援
し
て
る
ね
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る

夏
頃
に
お
い
て
、
昨
年
度
の

よ
う
な
災
害
が
起
き
ず
安
寧

平
和
な
世
の
中
が
続
い
て
い

ま
す
よ
う
に
。

（
今
治
・
西
原
）

■
加
入
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

地
方
の
活
動
も
わ
か
り
や
す

く
勉
強
に
な
り
ま
す
。
早
く

仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。

（
西
予
・
二
宮
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１０号

２０１９年 ７月２０日

■
５
０
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」

で
し
た
。
正
解
は
８
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

新
城
美
希
（
宇
和
島
）

二
宮
ク
ニ
エ
（
西
予
）

西
原
の
り
子
（
新
居
浜
）

竹
森
千
晶
（
西
予
）

越
智
紀
幸
（
今
治
一
般
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
１
２
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①書物に書いて世に出す。著述する

④姓氏の一。○○○○秀吉

⑦栃木県の野球の強豪高、

○○○○学院

⑧黄色みを帯びた赤色

⑨非常に欲が深いこと

【タテのカギ】

①○○○○○○⇔負け投手

②外側。○○○○○○⇔インサイド

③（音楽）エフェクターの○○ペダル

⑤長さ、1mmの1000分の1。現在はμm

⑥花弁が乱れた菊の花の模様

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の

10

文
字
で
、

日
本
の

99

％
以
上
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


